
 

 

平成２６年３月２５日（火） 

都市経営戦略会議 資料１ 

教育委員会 高校教育課 新たな中高一貫教育校の設置について  ～市立高等学校改革を推進し、世界で活躍する人材を育成します～ 

 
 

■市立高等学校「特色ある学校づくり」計画の策定（平成 24年 8月） 

【基本コンセプト】 

○Ｈ19年度：浦和中・高等学校は併設型中高一貫教育校 

○Ｈ25年度：浦和南高等学校は進学重視型単位制高校 

○Ｈ25年度：大宮西高等学校はグローバル化先進校 

○Ｈ26年度：大宮北高等学校は理数科を開設 

 

■併設型中高一貫教育校の浦和中・高等学校の成果検証（平成 25年 5月） 

 

○成果検証を踏まえ、新たな中高一貫教育校の設置を視野に入れた検討 

 

■さいたま市中高一貫教育検討会議（平成 25年 10月～平成 26年 3月） 

新たな中高一貫教育校の設置を含め、さいたま市における今後の中高一貫教育

のあり方を検討するため、学識経験者等 14名で構成された検討会議を設置した。 

 

【検討会議の主な意見】 

○世界を舞台に挑戦する自立性や豊かな人間性を備えた人材育成が重要である。 

○市全体の教育の底上げとなることが望ましい。 

○６年間一貫した特色ある教育活動が実践できる中等教育学校が望ましい。 

○様々な形態の中等教育を受ける選択肢が広がることは望ましい。 

○既存の市立高等学校の改編が現実的である。 

○地域間のバランスを考慮すると対象校は大宮地区が望ましい。 

○すべての在校生が卒業した後に開校することが望ましい。 

○生徒や保護者等へ丁寧な説明をすること。 

○高校入試がなくなる影響を最小限にすること。 

○民間活力の導入については今後検討が必要であること。 

 

■さいたま市立高等学校将来構想検討委員会 

（平成 25年 10月～平成 26年 3月） 

【方針】 

○検討会議の意見を踏まえた、魅力ある学校づくりが重要である。 

○新たにもう１校中高一貫教育校を設置する。 

○生徒・保護者に選択の幅を広げる中等教育学校がよい。 

○グローバル化先進校の取組状況や、校地面積の広さから、大宮西高等学校がよい。 

○既存校を改編するため、開校年度は平成 31年度がよい。 

 １ これまでの経緯 
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３ 中高一貫教育校の形態 
 

目標等 Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ 

 

○移行スケジュール 

      

○中等教育学校の基本計画の策定 

○基本的方向性を市民等へ周知 

周知              募集停止 

中３・小２ 

○特色ある教育課程や入学者選抜

等の実施に向けた計画を策定 

     

○特色ある教育課程の編成 

○中等教育学校の施設設備の設計 

    

○候補校の生徒募集停止 

○中等教育学校新校舎の整備 

    

 

４ 各年度の目標と取組内容 

高３ 

高２ 

高１ 

高３ 

高２ 

高１ 

高３ 

高２ 

高１ 

高３ 

高２ 

高３ 

中等１ 

開校 

 

（１）育てたい生徒像 

さいたま市から世界へ飛躍するグローバル人材 

○グローバル化が進む社会の中、日本の文化を理解し世界の舞台で活躍できるリーダーとなる人材 
○豊かな人間性と社会性を備え、「知・徳・体・コミュニケーション」のバランスのとれた人材 
○さいたま市の魅力を世界に発信し、将来のさいたま市を支え、その力をさいたま市に還元できる人材 

○自分で考え、自分で起業するような、自立心と知的好奇心をもった人材 

（２）設置形態 

中等教育学校 

○６年間の系統的・継続的な教育活動により、育てたい生徒像の具現化が期待できます。 

○教育課程の基準の特例を活かし、特色ある教育課程を柔軟に編成できます。 
○市内児童・保護者のニーズに応えた、学校選択の幅を拡大できます。 
○先進的な教育活動の実践を他校へ普及することで、さいたま市全体の教育の底上げが期待できます。 
○併設型中高一貫教育校と中等教育学校を併せ持つ政令指定都市は、全国初となります。 

（３）候補校 

さいたま市立大宮西高等学校 

○グローバル化先進校として、現在進めている特色ある学校づくりの教育活動の充実発展が期待できます。 

（４）開校予定時期 

平成３１年４月 

○開校時までに、中等教育学校にふさわしい魅力ある校舎を整備します。 
○整備にあたっては、候補校の現校舎が、平成３１年度に築５０年を超えることを十分踏まえ、検討します。 

２ 新たな中高一貫教育校の４つの基本的方向性 


